
☆令和 4 年 6 月 18 日（土）：

  「アートシーン」第３回  

息子の孝太は、25 歳で、就労継続支援Ｂ型事業所に通所しています。

絵を描くのが好きで、保育所に通っていた頃から、ポケモンのキャラクターや、機関車の絵

を描いていました。

小学 1 年から、高等部を卒業するまで、学校での出来事や、美味しいものを食べている絵日

記を毎日書いていました。息子は、言葉でこんな事があったと説明するのは難しいけれど、絵

日記の絵はどんな様子かが分かる楽しいものでした。

中学では、美術部に入り、みんなと同じようにデッサンをしたり、ポスターを描いたり、文

化祭では、美術部でのテーマを決めた絵を描いたりしていました。

中学 3 年時の文化祭のテーマは、スィーツで、息子は、森の中の木にクッキーが生っている絵

を描きました。美術部の顧問の先生は、この絵を見て、絵を描くことをこれからも続けて、作

品を何かに応募してはという言葉をもらいました。

このクッキーの森の絵をパラアートＴＯＫＹＯに応募したところ、入選し、東京芸術劇場に

展示してもらい、家族で見にいきました。

高等部に入ってから、月に 2 回絵画教室に通いはじめました。そこで描いた絵が三重県障が

い者芸術文化祭で知事賞を受賞しました。絵画教室の先生が、「何の賞をもらったの？」「何

賞？」と息子に聞いたところ、賞の意味が分からず、何かショウのつくものをと思ったのか、

「住所！」と大きな声で言って、その場にいたみんなで笑いました。親は何か賞をもらうと嬉

しいのですが、息子はそのような事には興味がなく、ただ絵を描くことを楽しんでいます。

息子は、絵を描くことと、もう一つ草を抜くことが大好きです。家の周りの草を日が暮れる

まで抜いています。高等部卒業後は、草ぬきや清掃作業をする事業所に通っています。やりた

い仕事に就き、いきいきとしています。プロの仕事（笑）で、家の周りがきれいになって助か

っています。

小さい頃、外出時は目を離せないどころか、手も離せず、こだわりやパニックもあり、本当

に大変でした。それが今では、大好きな草ぬきを仕事にし、そして絵を描いて、充実した日々

を過ごしています。
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